
 

一 般 質 問 通 告 表 

平成２８年第３回姶良市議会定例会（９月６日） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．東馬場 弘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市道整備につい

て    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．運動施設整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市道南塩入・須崎線は、一部見通

しが悪く、狭隘な箇所があるため、通

行車両の離合や歩行者、自転車などと

の接触等も懸念され、非常に危険な区

間である。また、この路線は加音ホー

ルやグラウンドを利用する人の車両な

どが通行する抜け道にもなっている。

この通りでの離合となると待避所がな

いため、車両は民有地に入り込んで離

合している状態である。この通り沿い

には用水路が通っており、この用水路

の一部を活用し、車両等の離合のため

に部分的に待避所としての蓋の設置は

できないか問う。 

（２）本市の市道には４メートル未満で

幅員の狭い路線が少なくなく、なかで

も狭隘な市道においては、車両等の離

合で接触や用排水路への落下などの恐

怖感に大変難儀している。また、緊急

車両の通行にも当然支障が懸念され

る。これまで狭隘な市道の拡幅につい

て陳情など出されているが、現状と対

策を問う。 

 

（１）高齢者をはじめ、アウトドアでの

健康増進のためのスポーツとして何が

あげられるか、また、それに関わる団

体の活動について問う。 

（２）アウトドアスポーツ施設の環境整

備が伴っていないことに対する現状と

対策を問う。 

（３）市民の運動施設整備の要望の一つ

に、大きな大会が開催できるグラウン

ドゴルフ場建設があるが、対応を問う。 

（４）これまで、弓道場・武道館・市営
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．熱中症対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プール建設など、市民から陳情や請願

が出され、議会も趣旨、要旨に理解し

採択してきた。人口７万６千人を超え

る本市の運動施設の整備は他市に比べ

遅れていると思うが、各種ポーツ団体

や個人のスポーツへの取り組みなど、

活性化対策として、運動施設の整備を

市総合計画に追加し、スポーツ環境の

整備充実を図り、市民の期待に応える

べきと思うが、具体的な対策を問う。 

  

今年は、気温が３５度を超える猛暑日

が連日続いた。このような中、特に高齢

者の方は温度や湿度に対する感覚が弱く

なるため、室内でも熱中症に掛かりやす

いといわれている。８月１３日の新聞報

道によると、熱中症で９０歳代の女性が

救急搬送された。また、この日は最高気

温が３５・９度に達し、熱中症のため少

なくとも２０人が病院に搬送されたと報

じている。 

本市の熱中症対策について、次の４点

について問う。 

（１）本市の平成２７年度・平成２８年

度の暑さ指数と熱中症救急搬送者の状

況を問う。 

（２）高齢者世帯や障がい者・一人暮ら

し世帯・乳幼児などの熱中症弱者への

予防・対処など、これまでの啓発の取

り組みを問う。 

（３）日本気象協会が熱中症計を使って

「熱中症ゼロ」に取り組んでいる。本

市も「熱中症ゼロ」を目標に「熱中症

ランクボード」を小・中学校や市役所、

公共施設などに設置し、熱中症予防の

啓発に取り組めないか問う。 

（４）熱中症弱者、小・中学生などへの

熱中症対策として、支援の取り組みを
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

問う。 

 

 

 

 

２．本村 良治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．新総合事業につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．特別支援教育に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年４月から実施される新総合事業の

課題について問う。 

（１）姶良市は今後介護職員の処遇改善

に向けてどのように取り組むか。 

（２）新総合事業の利用の流れはどうな

るか。 

（３）新総合事業において各自治体の行

うサービスは、どの利用者にも定額で

提供されるか。 

（４）新総合事業における包括支援セン

ターの役割について説明せよ。 

（５）地域リハビリーテーション支援事

業について具体的に説明せよ。 

 

支援員配置についての当初の国の財政

措置についてその概要を問う。 

（１）国による姶良市への財政措置につ

いて説明せよ。 

（２）支援員一人あたりの配置にどれく

らいの経費を必要とするか。 

（３）姶良市独自の予算計上額はいくら

か。 

（４）現在支援員は何名配置されて、予

算はいくら計上されているか。 

（５）国の財政措置の残額はいくらか。 
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３．萩原 哲郎 

 

 

 

 

 

 

 

１．さえずりの森等

のロッジ・コテー

ジ・バンガロー・管

理棟・高倉展望台の

改善について 

 

 

 

お盆休みを利用して３０数名で３棟の

ロッジを借り、キャンプを楽しんだ。毎

年この時期を利用して家族友人等で、県

内でキャンプを楽しんでいる。 

ロッジの用具等は管理され満足した

が、ロッジ等の管理について問う。 

（１）さえずりの森のロッジ等はいつ設

置されたのか。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．住吉池キャンプ

村施設等について 

 

 

 

 

 

 

 

３．市内の水銀灯・

防犯灯の点灯時間

及び総合運動公園

内に水銀灯・防犯灯

設置について 

 

（２）ペンキ等の塗り替えは、今まで何

回行われたのか。 

（３）ベランダ等の改善は、今まで行っ

ているのか。 

（４）部屋の中にムカデが出て、かまれ

はしなかったが、消毒は行っているの

か。 

（５）ロッジ・コテージ・バンガローの

違いを示せ。 

（６）管理棟のクーラーが故障している。

いつから故障しているのか。修理予定

はあるのか。 

（７）高倉展望台の床の上で、誰かがバ

ーベキューを行い、床が燃えた跡があ

り、一歩間違えれば火災になる所であ

ったと思う。バーベキューは禁止と思

うが、看板が目立たない。入口にバー

ベキュー禁止の立て看板が必要と思

うがどうか。 

また、パトロールも必要と思うがど

うか。 

（８）２６～２８年の利用客数を示せ。 

 

（１）キャンプ村入口広場のトイレが、

使用禁止になっているのはなぜか。 

（２）バンガローのトイレが、たびたび

故障するのは何が原因か。  

（３）キャンプ場にシャワー室が設置さ

れていない。設置する段階で考えられ

なかったのか。 

（４）２６～２８年の利用客を示せ。 

 

市内の水銀灯・防犯灯点灯時間が早す

ぎ、電気代がもったいないと感じるとい

う住民の声を聞く。 

総合運動公園も出入り口の改善で、利

用しやすい環境整備が整いつつあり、利

用者に喜ばれている。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．重富海水浴場・

市内の河川の水

質・魚介類等の成育

について 

 

第一回鹿児島マラソン大会は、大盛況

だったと思う。今年度も第二回大会が開

催される予定である。 

昨年度は、多くの方が練習のため、総

合運動公園を利用されたが、足元の暗い

所があり、危険を感じたと指摘を受けた。 

今年も第二回大会のために、総合運動

公園を多くの方が練習に利用されると思

う。 

ランナーが安心・安全に練習ができる

よう、水銀灯・防犯灯の設置を要望する

声がある。 

（１）市の管轄の水銀灯・防犯灯は何基

あるのか。 

（２）夏期と冬期の設定点灯時間を示せ。

また、場所でも違うのか。 

重富漁港となぎさ公園の点灯時間

が違うが、管轄が違うのか。 

（３）電気代の無駄を感じるが、考えを

示せ。 

（４）ランナーが安心・安全に練習がで

きるよう、水銀・防犯灯の設置を総合

運動公園競技場の観覧席側に二基、野

球場ボード裏側に二基設置して欲し

いとの要望があるが考えを示せ。 

 

重富海水浴場は、錦江湾に浮かぶ桜島

を目の前にした、景観の素晴らしい場所

に位置する。 

私達の若い頃、重富海水浴場は遠方か

ら多くの親子連れや、団体で賑わってい

たが、近年、客足が激減している。 

また、以前は砂浜からの遠投釣りでも、

短時間に大漁だったが、近年、数匹しか

釣れず、型も小さく釣りの魅力が薄れて

いる。また、アサリ等の数も減少してい

る。その要因について問う。 

（１）今年度の重富海水浴場の水質検査
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

結果と評価を示せ。 

（２）客足の激減の要因を示せ。 

（３）利用者の一番多かった時期はいつ

頃で何名か。客足の落ち始めた時期は

いつ頃からか。 

（４）最近の一日の利用客は何名か。 

（５）昔のきれいな海と客足を増やすた

め、今後改善が必要と思うが、対策を

示せ。 

（６）魚介類の減少している要因を示せ。 

（７）昔のきれいな海にするために、ヘ

ドロを取り除き、砂の入れ替えは考え

ていないか示せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．竹下 日出志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．図書館サービス

の充実ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書は子どもが言葉を学び、感性を磨

き、表現力を高めるなど、人生をより豊

かに生きる上で大変重要なものである。 

 近年では、活字離れが指摘される中、

市民に読書に親しんでもらう取組みが求

められている。 

（１）子どもの読書意欲を高める施策の

一つとして、「読書通帳」を導入する動

きが各地で見え始めている。この取組

みは、借りた本の履歴を目に見える形

で残すことによって、子どもを中心に

市民の読書への意欲を高める効果が期

待されている。本市でも導入する考え

はないか。 

（２）本市では、１１か月児健康診査時

に、絵本を紹介しながらお気に入りの

絵本等を手渡す、ブックスタート事業

を実施している。この取組みの現状と

課題、今後の取組みをどのように考え

ているか。 

（３）広島市立図書館では、心身の障害

等により、来館が困難な方や、読書に

支障がある方に対して、図書郵送貸出
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．災害に対応する

体制の整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．子育て支援の強

化について 

 

や録音図書貸出、対面朗読などのサー

ビスを行っている。本市でも実施する

考えはないか。 

 

（１）１９９５年の阪神・淡路大震災の

際に兵庫県西宮市で開発され、災害時

の迅速な行政サービスの提供に威力を

発揮する「被災者支援システム」東日

本大震災後、被災地をはじめ多くの自

治体で導入が進んでいる。このシステ

ムは、災害発生時に自治体が行う復旧

業務や被災者に必要な支援をスムーズ

に実施することを目的としている。住

民基本台帳を基に被災者支援に必要な

情報を一元管理する「被災者台帳」を

作成。災害発生後に全壊や大規模半壊

など被災状況さえ入力すれば、罹災証

明書の発行や義援金・支援金の交付、

緊急物資や仮設住宅の入退居などの管

理がスムーズに行えるようになる。本

市でも被災者支援の効率化・正確性・

公平性を図るために導入する考えはな

いか。 

（２）けん引式車いす補助装置ＪＩＮＲ

ＩＫＩ（じんりき）は、車いすの前輪

を持ち上げて人力車のようにけん引す

るものである。坂や階段等、芝生や土

の路面、砂利道や積雪時・砂浜など今

まで困難であった不整地での車いすの

スムーズな移動を可能にする補助装置

である。本市でもけん引式補助装置を

車いすによる、災害時の緊急避難誘導

のための資機材として採用・導入する

考えはないか。 

 

親が仕事のため一人で食事をする子ど

もに対して、無料か格安で栄養バランス

の取れた食事を提供する「子ども食堂」
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が、県内でも鹿児島市、鹿屋市、霧島市、

志布志市、奄美市で開始された。 

全国では、孤食を防ぎ子どもの居場所

づくりも同時に進め、学習支援も行う事

業所もある。本市でも食事の提供と、子

どもを温かく見守る事業は考えないか。 

また、独り暮らしの高齢者の孤食問題

解消策として、孤食の高齢者が「子ども

食堂」で食事をすれば、子どもは高齢者

に学び、高齢者は子どもに元気をもらう

ことができる。子どもも高齢者も笑顔に

なる「にこにこ食堂」として、本市で開

設する考えはないか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

５．神村 次郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．子どもの貧困対

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１２年の厚労省の調査によると、

貧困とされる平均的な所得の半分以下で

暮らす１８歳未満の子どもの割合は、全

国で１６．３％である。 

ある大学教授の調査によると２０１２

年に鹿児島県内で、生活保護費以下で暮

らす子育て世帯は、２０．６％で全国で

も３番目の高さとの報告がある。 

子どもの将来が、その生まれ育った環

境によって左右されることがないように

貧困対策を推進する必要がある。以下に

ついて問う。 

（１）現在の子どもの貧困問題の社会的

背景には何があるか問う。 

（２）姶良市内における「子どもの貧困

について実態調査が必要ではないか。 

（３）市民やＮＰＯによる「子ども食堂」

が各地で開設されている。市としては

どのような認識をし、見解を持ってい

るか問う。 

（４）高齢者の貧困（低所得高齢者）問

題も、大きな課題である。子どもの貧

困問題と合わせ、どのような施策を検
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教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．環境基本計画の

取り組み状況につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

討されているか問う。 

 

 昨年、パリで開催されたＣＯＰ２１（国

連気候変動枠組条約第２１回締約国会

議）で「パリ協定」が採択され、「今世紀

後半において、温室効果ガス排出量をゼ

ロにする」ことが合意された。気候変動

の影響を回避し低減するまちづくりへの

取り組みが求められている。 

 姶良市では、平成２６年に環境基本計

画を策定され３年目を迎えている。取り

組み状況について問う。 

（１）パリ協定合意について、実行に当

たっては解決が難しい課題等も想定さ

れる。次の世代により良い環境を残す

ため環境の保全は大きな課題である。

姶良市としての見解を問う。 

（２）環境基本計画は、５年目の中間年

で本市をとりまく環境、社会状況の変

化等によっては、計画の見直しも行う

ことになっているが、現在でそのよう

な状況があるか問う。 

（３）環境審議会は、どのような時に開

催されるか。条例が施行されてから開

催されたことがあるか。また、今後の

計画を問う。 

（４）条例施行３年目を迎えて、姶良市

としての課題は何があるか問う。 
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